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第
四
百
二
十
回 

 

青
葉
会 

句
会
報 

令
和
三
年
四
月
二
十
二
日
（
木
） 

WEB

句
会 

 

選 
 

者 
 

川
口
孤
舟  

投
句
・
選
句 

伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

在
間
千
恵  

佐
藤
た
だ
し
げ 
朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

赤
田
堅
・
安
部
眞
希
子 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

松
崎
浩 

 

村
田
く
に
子
・
山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
四
点 

 

ひ
と
目
づ
つ
漁
網
繕
ふ
日
永
か
な 

 
 
 
 
  

孤
舟 

 

（
そ
・
五
・
健
・
恵
・
〇
た
・
ゆ
・
隆
・
び
・
〇
允
・ 

〇
正
・
啓
・
規
・
天
・
三
） 

 
 
 
 
 
 
 

十
三
点 

 

◎
菜
の
花
や
猫
駅
長
の
大
あ
く
び 

 
 
 
 
 
   

昇 
 

（
眞
・
そ
・
忠
・
孤
・
千
・
恵
・
龍
・
堂
・
允
・

正
・
亜
・
天
・
け
） 

 
 
 
 
 
     

八
点 

 

海
の
面
を
星
空
と
し
て
蛍
烏
賊 

 
 
 
 
 
   

孤
舟 

 

（
堅
・
龍
・
雅
・
允
・
昇
・
啓
・
浩
・
け
） 

 
 
 
 
 

七
点 

 

春
寒
や
水
に
流
せ
ぬ
事
が
あ
る 

 
 
 
 
 
  

正
明 

 

（
〇
眞
・
紀
・
孝
・
恵
・
隆
・
允
・
〇
三
） 

 
 
 
 

◎
「
春
愁
」
と
墨
書
し
暫
し
ま
ど
ろ
み
ぬ 

 
  

 

亜
也 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
孝
・
雅
・
び
・
啓
） 

 
 

六
点 

 

石
楠
花
や
西
に
浄
土
の
當
麻
の
地 

 
 

 
 
  

五
郎
太 

 

（
堅
・
紀
・
健
・
孝
・
敏
・
三
） 

 
 
  

春
の
雲
駱
駝
の
と
け
て
白
鯨 

 
 
 
 
 
     

び
ん 
 

（
〇
五
・
千
・
龍
・
堂
・
啓
・
三
） 

 
 
 

春
雨
や
二
艘
出
て
ゆ
く
五
目
釣 

 
 
 
    

 
  

仝 
 

（
紀
・
隆
・
啓
・
亜
・
け
・
三
） 

 
 
  

朝
寝
し
て
義
理
欠
く
用
の
無
か
り
け
り 

 
    

 

昇 
 

（
紀
・
恵
・
ゆ
・
正
・
隆
・
天
） 

 
 
 

海
老
蔵
の
見
得
も
大
き
く
夏
近
し 

 
 
 
   

け
い
子 

 

（
紀
・
恵
・
敏
・
雅
・
正
・
天
） 

 

五
点 

 
 
 

鳥
獣
戯
画
展
を
観
て  

 
 
 
 
 

兎
（
う
）
猿.

蛙.

遊
び
ほ
う
け
て
春
日
か
な    

千
恵 

 

（
〇
堅
・
紀
・
忠
・
敏
・
け
） 

 
 
 
 
 

独
酌
や
遺
影
の
妻
と
惜
し
む
春 

 
 
 
 
 
   

恵
洲 

 

（
紀
・
堂
・
允
・
規
・
盛
） 

 
  
   

目
借
り
時
膝
に
パ
ッ
タ
リ
文
庫
本 

 
 
 
 

 
 
 

堂
哉 

 

（
千
・
ゆ
・
隆
・
浩
・
天
） 

◎
初
蝶
が
横
断
歩
道
渡
る
朝 

 
 
 
 
 
  

   

正
明 

 

（
眞
・
そ
・
孤
・
た
・
雅
） 

 
 

青
不
動
吉
野
静
ま
り
春
惜
し
む           

 

け
い
子 

 

（
そ
・
紀
・
五
・
た
・
亜
） 

 
 
 
 
 
   

四
点 

 
 
 

九
代
目
・
春
風
亭
柳
枝
襲
名 

春
に
適
ふ
佳
き
名
襲
ひ
て
歯
切
れ
よ
く 

 
 
   

恵
洲 

 

（
堅
・
紀
・
允
・
亜
） 

 

青
春
の
野
暮
っ
た
い
甘
さ
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
 
 

忠
彦 

 

（
〇
紀
・
孝
・
正
・
〇
け
） 

 
 
 

下
枝
折
り
箸
置
き
に
せ
む
花
見
か
な 

 
 
 
  

啓
子 

 

（
紀
・
健
・
隆
・
盛
） 
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◎
う
か
と
引
く
こ
と
も
危
ふ
し
春
の
風
邪 

 
 
  

 

亜
也 

 
 

（
孤
・
ゆ
・
び
・
〇
盛
） 

 
 
 
 
 

病
院
の
窓
か
ら
眺
む
散
る
桜 

 
 
 
 
 
 
  

 

天
牛 

 
 

（
紀
・
そ
・
び
・
規
） 

先
送
り
さ
れ
し
挙
式
や
春
惜
し
む 

 
 
 
 
  

 

盛
雄 

 
 

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
五
） 

 
 
 

灰
汁
抜
き
の
妻
の
手
際
よ
筍
飯 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

仝 
 
 

（
眞
・
紀
・
忠
・
昇
） 

 
 
 
 
 

三
点 

 

ひ
と
隅
に
か
た
く
り
群
れ
る
ゴ
ル
フ
場 

 
 
 
 

紀
久
男 

  
 

（
眞
・
健
・
正
） 

医
師
の
許
可
得
て
吞
む
酒
や
春
の
宵 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

  
 

（
紀
・
敏
・
け
） 

峠
と
は
別
る
る
と
こ
ろ
春
の
虹 

 
 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

  
 

（
紀
・
た
・
天
） 

竹
樋
よ
り
水
を
手
に
受
く
花
の
山 

 
 
 
 

  

五
郎
太 

 
 

（
昇
・
〇
啓
・
三
） 

 
 

◎
ビ
バ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
の
調
べ
や
春
惜
し
む 

 
 

健
介 

  
 

（
紀
・
孤
・
盛
） 

◎
夜
半
（
よ
わ
）
の
雨
月
隠
れ
た
る
西
行
忌 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
孤
・
浩
・
盛
） 

◎
躑
躅
全
開
鬱
陶
し
と
さ
へ
思
ふ
ま
で 

 
 
 
   

 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
孤
・
び
） 

 
 
 
 
 

遠
き
日
や
妻
の
肩
抱
き
花
の
下 

 
 
 
 
 
 
  

規
雄 

 
 

（
紀
・
〇
孝
・
堂
） 

 
 
  

巣
籠
を
癒
す
軒
端
の
燕
の
巣 

 
 
 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 

（
千
・
雅
・
昇
） 

 
  

咲
き
満
ち
て
親
子
歌
わ
す
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
  

（
眞
・
紀
・
く
） 

◎
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
逆
ら
ふ
や
う
に
石
鹸
玉 

 
 
 
 
  

昇 
 
 

（
〇
孤
・
五
・
啓
） 

 
 
      

蓮
華
咲
く
野
辺
に
父
の
背
肩
車 

 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

（
紀
・
た
・
昇
） 

 
 
  

ひ
た
す
ら
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
花
見
か
な 

 
 
  

 

亜
也 

 
  

（
紀
・
た
・
〇
浩
） 

げ
ん
げ
野
に
又
家
建
ち
て
子
等
の
声 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
規
・
亜
） 

葉
桜
や
病
む
人
の
ふ
え
身
の
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
忠
・
く
） 

 
 
 
  

 
 
 
 
   

二
点 

  

芝
居
は
ね
回
転
寿
司
の
大
賑
ひ 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

  

（
敏
・
く
） 

 
 
    

◎
発
句
し
て
は
て
何
だ
っ
け
春
の
朝 

 
 
 
 
  

 

忠
彦 

   

（
紀
・
孤
） 

桜
散
る
聖
火
リ
レ
ー
の
馬
鹿
騒
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
    

（
紀
・
〇
昇
） 

菖
蒲
湯
へ
稚
の
ふ
ぐ
り
と
沈
み
け
り 

 
 
 
 

 
 
 

孤
舟 

 
  

（
紀
・
〇
恵
） 

 
 

 
 

散
る
桜
世
界
泣
か
せ
し
お
し
ん
か
な 

 
 
 
 
 

 

健
介 
 

 
 

（
〇
龍
・
盛
） 

雨
上
が
り
白
鮮
や
か
な
ハ
ナ
ミ
ズ
キ         

た
だ
し
げ  

     (

浩
・
規) 

鳶
高
く
雲
雀
の
輪
唱
東
山 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

堂
哉 

 
 
 

（
〇
健
・
浩
） 

園
児
等
の
桜
堤
を
囀
り
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

仝  
  

（
龍
・
雅
） 

わ
が
小
庭
牡
丹
一
輪
艶
や
か
に 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
  

（
紀
・
規
） 

新
芽
揺
れ
沙
羅
木
語
る
や
老
ひ
伏
す
日 

 
 
 
 
 

雅
夫  

  

（
紀
・
孝
） 

 
 

懐
し
き
友
の
思
い
出
藤
咲
き
ぬ 
 
 
 
 
 
  

 
 

仝 
    

（
紀
・
忠
） 

 
 
 
 

水
浴
び
の
ひ
よ
の
し
ぶ
き
や
春
盛
ん 

 
 
 
 
  

 

仝 
   

（
堅
・
紀
） 

満
天
星(

ど
う
だ
ん)

の
鈴
の
合
奏
大
通
り 

 
 
  

正
明  

  

（
千
・
龍
） 

初
蝶
や
花
片
に
紛
ふ
翅
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
  

（
紀
・
ゆ
） 

 
 
 
 

◎
北
国
の
土
の
香
連
れ
来
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

 
 
 
     

仝 
    

（
孤
・
堂
） 

 
 

鳥
達
が
む
つ
み
乱
れ
る
花
筏 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
  

（
紀
・
ゆ
） 

 
 

◎
静
謐
な
る
天
空
汚
し
黄
砂
降
る 

 
 
 
 
 
 
  

盛
雄  

  

（
紀
・
孤
） 

 

一
点 

新
緑
や
愛
犬
列
な
す
散
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
  

（
く
） 

    
 
 
 

林
家
染
二
の
「
中
村
仲
蔵
」 

 
 
 
 

冷
酒
（
ひ
や
）
で
飲
（
や
）
る
芝
居
噺
に
た
っ
ぷ
り
と 

 

紀
久
男   

（
堅
） 
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菊
之
助
初
役
の
「
馬
盥
」
の
光
秀 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

冴
返
る
義
父
の
芸
継
ぎ
大
当
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
敏
） 

猫
切
ら
れ
騒
ぐ
町
内
辛
夷
咲
く                  

忠
彦 

 

（
紀
） 

 
 
 
 

＊
猫
は
元
気
に
な
り
町
内
を
散
歩
し
て
ま
す
。 

恋
猫
の
夜
遊
び
覚
え
戻
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
〇
堂
） 

神
奈
備
の
お
山
を
歩
く
春
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

難
波
よ
り
来
る
街
道
花
菜
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

揚
雲
雀
京
の
跡
の
空
広
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

友
訪
ぬ
ひ
と
ひ
や
す
ら
ぐ
春
の
宵 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
） 

夜
来
の
雨
花
散
ら
せ
て
や
宴
の
跡 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
） 

す
み
れ
咲
く
花
壇
で
遊
ぶ
ス
ズ
メ
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

霾
（
つ
ち
ふ
る
）
や
句
作
苦
行
と
思
へ
る
日 

 
 
 

恵
洲  

 

（
健
） 

 
 
 
 

春
宵
や
ア
リ
ア
熱
唱
胸
燃
ゆ
る 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
） 

 
 

散
り
初
め
の
桜
揺
蕩
ふ
高
瀬
川 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
） 

逝
き
し
妻
ふ
っ
く
ら
笑
顔
ス
イ
ト
ピ
ー 

 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
紀
） 

放
た
れ
て
土
手
ゆ
く
犬
や
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
亜
） 

 

花
の
寺
縁
起
は
武
家
の
こ
と
ば
か
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

奥
山
は
も
う
無
理
の
身
か
す
み
れ
草 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

ジ
ョ
ッ
ガ
ー
の
脚
の
長
さ
や
芝
桜 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
（
紀
） 

 
 

田
麩
の
ご
と
野
を
埋
め
尽
く
す
桜
草 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
千
） 

 
 
 
 

の
ど
け
し
や
三
味
奏
で
ゆ
く
水
牛
車 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

春
の
海
揚
が
る
コ
ウ
イ
カ
墨
吐
い
て 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
） 

 
 
 
 

蛤
の
汁
の
濁
り
も
ま
た
よ
ろ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
） 

佃
煮
の
浅
蜊
を
く
れ
し
酒
友
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

孫
成
長
三
年
生
に
進
級
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
） 

花
冷
え
や
ジ
ャ
ズ
好
き
の
義
弟
重
病
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
び
） 

春
暑
し
テ
レ
ワ
ー
ク
の
子
に
用
た
の
む 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

菜
の
花
や
百
万
本
の
淡
路
島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
） 

【
句 

評
】 

十
四
点
句 

ひ
と
目
づ
つ
漁
網
繕
ふ
日
永
か
な 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
春
の
浜
辺
の
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
て
良
い 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
し
た
作
業
が
春
の
長
閑
さ
に
合
っ
て
い
る 

 

十
三
点
句  

菜
の
花
や
猫
駅
長
の
大
あ
く
び 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
  

 
 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
長
閑
な
ロ
ー
カ
ル
駅
の
人
気
も
の
も
眠
く
な
っ
て
き
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
菜
の
花
の
中
の
田
舎
の
小
駅
の
長
閑
さ
が
猫
の
大
あ
く
び
で
一
層
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
季
語
が
良
い
で
す
ね
。
田
舎
の
駅
と
大
あ
く
び
が
目
に
う
か
び
ま
す
。 

 

八
点
句 

海
の
面
を
星
空
と
し
て
蛍
烏
賊 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
私
の
故
郷
富
山
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
昔
見
た
富
山
湾
の
夜
の
暗
い
海
で
の
幻
想
的
な
イ
カ
漁
を
思
い
出
し
ま
す
。 
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七
点
句 

春
寒
や
水
に
流
せ
ぬ
事
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
最
近
水
に
流
せ
ぬ
、
い
え
、
流
し
て
は
い
け
な
い
問
題
に
直
面
し
、
い
さ
さ
か
苦
し
め
ら 

れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
迷
わ
ず
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
紀
久
男
・
・
福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
を
海
に
流
す
こ
と
担
当
大
臣
が
知
事
に
通
告
。
漁
業
関
係
者
が 

懸
念
す
る
「
風
評
被
害
」
に
は
〝
補
償
す
る
方
針
〟
の
よ
う
で
す
。
会
津
の
酒
や
い
わ
き
の
魚 

を
好
む
小
生
と
し
て
は
全
く
意
に
介
せ
ず
積
極
的
に
買
い
求
め
て
お
り
ま
す
。
句
評
と
し
て
は 

上
五
の
季
語
が
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
同
感
。
水
に
流
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
春
寒
が
効
い
て
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
人
の
旅
立
ち
も
清
ら
か
な
心
で
と
は
い
か
な
い
も
の
。 

 
 
 

◎
「
春
愁
」
と
墨
書
し
暫
し
ま
ど
ろ
み
ぬ 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
春
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
そ
こ
は
か
と
な
い
愁
い 

 
 

 
 

紀
久
男
・
・
・
な
か
な
か
面
白
そ
う
な
句
で
す
。 

 

六
点
句 

石
楠
花
や
西
に
浄
土
の
當
麻
の
地 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
西
宮
の
独
身
寮
一
番
の
呑
兵
衛
の
お
伴
で
當
麻
寺
へ
行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
俳
句 

は
全
く
の
門
外
漢
で
、
酒
に
釣
ら
れ
て
行
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
花
の
記
憶
等
は
あ
り
ま 

せ
ん
。
い
い
句
で
す
ね
。 

春
の
雲
駱
駝
の
と
け
て
白
鯨 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ラ
ク
ダ
が
ク
ジ
ラ
に
な
る
と
こ
ろ
、
漢
字
を
つ
か
い
、
溶
け
る
を
平
か
な
に
し
て
い
る
と
こ 

ろ
が
実
に
巧
み
で
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
雲
の
形
を
観
て
い
る
と
や
は
り
何
か
を
連
想
し
ま
す
ね
。
“
と
け
て
”
が
良
い
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
メ
ル
ヘ
ン
で
す
ね
！ 

春
雨
や
二
艘
出
て
ゆ
く
五
目
釣 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
春
雨
の
中
二
艘
の
釣
り
船
が
出
て
い
く
。
小
さ
な
入
江
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
水
墨
画
を
見
る
よ 

う
で
も
あ
り
雑
魚
釣
り
で
も
釣
り
人
の
愉
し
い
春
日
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
夜
明
け
の
駿
河
湾
の
〝
二
艘
ペ
ア
〟
が
白
子
や
小
エ
ビ
を
網
で
す
く
い
ま
す
。 

朝
寝
し
て
義
理
欠
く
用
の
無
か
り
け
り 

 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
こ
れ
も
同
感
。
お
互
い
に
老
い
ま
し
た
ね
、
ご
同
役
。 

隆
さ
ん
・
・
・「
元
日
の
酔
詫
に
来
る
二
月
か
な
」（
江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
高
井
几
菫
）
を
思
い
出
し
た
。 

海
老
蔵
の
見
得
も
大
き
く
夏
近
し 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
成
田
屋
の
大
き
な
目
を
見
開
い
た
颯
爽
た
る
見
栄
が
夏
近
い
季
節
感
に
ぴ
っ
た
り
。 

敏
郎
さ
ん
・
・
愈
々
襲
名
真
近
で
す
か
。 

雅
夫
さ
ん
・
・
ひ
っ
こ
み
勝
ち
の
日
常
。
大
き
な
見
得
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
す
っ
と
し
ま
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
海
老
蔵
の
見
得
か
ら
夏
を
予
期
す
る
、
そ
う
い
う
発
想
が
楽
し
い
。 

 

五
点
句 

 

鳥
獣
戯
画
展
を
観
て 

 
 
 
 
 

兎
（
う
）
猿.

蛙.

遊
び
ほ
う
け
て
春
日
か
な  

  

千
恵 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

堅
さ
ん
・
・
・「
遊
び
ほ
う
け
て
」
が
ス
ケ
ー
ル
大
き
く
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・NHK

の
鳥
獣
戯
画
の
特
別
番
組
を
見
ま
し
た
。
大
変
面
白
か
っ
た
！ 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
中
七
の
措
辞
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
昭
和
の
四
十
年
代
何
度
か
訪
れ
ま
し
た
。
観
光
客
少
な
く 

座
敷
で
寝
転
ん
で
休
憩
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
。 
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独
酌
や
遺
影
の
妻
と
惜
し
む
春 

 
 
 
 
 
  

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
   

紀
久
男
・
・
・
し
み
じ
み
と
す
る
好
句
。 

目
借
り
時
膝
に
パ
ッ
タ
リ
文
庫
本 

 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
〝
あ
る
あ
る
〟
な
現
象
で
す
ね
。
私
も
経
験
あ
り
で
す
。 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
季
語
が
活
き
る
。「
目
借
時
膝
に
落
と
し
た
文
庫
本
」
が
い
い
。 

 
 
 
 
 

 

浩
さ
ん
・
・
・
半
世
紀
以
上
前
高
校
の
授
業
で
知
っ
た
「
蛙
の
目
借
時
」
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
、
同
時
に 

う
た
た
寝
で
本
を
落
と
す
今
の
自
分
、
来
し
方
の
幾
星
霜
。 

◎
初
蝶
が
横
断
歩
道
渡
る
朝 

 
 
 
 
 
  

  

正
明 

 
 
 

 
 
   

孤
舟
さ
ん
・
・
横
断
歩
道
は
人
間
が
渡
る
と
こ
ろ
だ
が
・
・
。
初
蝶
が
ひ
ら
り
と
渡
っ
て
ゆ
く
。 

青
不
動
吉
野
静
ま
り
春
惜
し
む          

  

け
い
子 

 
  

 
 
 
 
 
  

五
郎
太
さ
ん
・
・
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
大
変
な
人
出
だ
っ
た
蔵
王
堂
の
あ
た
り
も
は
や
葉
桜
で
し
ょ 

う
か
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
い
つ
も
の
様
な
喧
噪
も
な
く
過
ぎ
た
高
野
山
・
吉
野
に
春
の
名
残
を
惜
し
む
様
子
が
感 

じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
・
大
阪
の
独
身
時
代
、
同
期
の
前
田
圭
秀
と
花
見
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
茶
店
で
彼
が 

ご
馳
走
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

四
点
句 

 
 

九
代
目
・
春
風
亭
柳
枝
襲
名 

春
に
適
ふ
佳
き
名
襲
ひ
て
歯
切
れ
よ
く 

 
    

恵
洲 

 
 
 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
挨
拶
句
と
し
て
上
手
く
ま
と
め
て
出
色
。 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
中
々
上
手
い
ベ
テ
ラ
ン
の
作
。
高
座
を
聴
き
た
く
な
り
ま
す
。 

青
春
の
野
暮
っ
た
い
甘
さ
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
  

忠
彦 

 
 

 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
本
当
に
野
暮
っ
た
い
甘
さ
で
す
ね
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
。
甘
さ
と
新
鮮
さ
と
若
さ
。 

 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・「
青
春
の
野
暮
っ
た
い
甘
さ
」
に
、
旬
の
「
春
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
甘
さ
を
引
っ
掛
け
て
上
手
い 

も
の
で
す
。 

下
枝
折
り
箸
置
き
に
せ
む
花
見
か
な 

 
 
 
  

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
情
趣
あ
り
。「
花
の
枝
折
り
て
箸
置
く
昼
餉
か
な
」
で
如
何
。 

 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
老
舗
の
料
亭
の
弁
当
に
同
様
の
箸
置
き
付
い
て
ま
し
た
。
粋
だ
な
と
、
一
入
美
味
く
感
じ
ら 

れ
ま
し
た
。 

◎
う
か
と
引
く
こ
と
も
危
ふ
し
春
の
風
邪 
 
   

亜
也 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
の
で
心
配
。 

先
送
り
さ
れ
し
挙
式
や
春
惜
し
む 
 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
親
も
気
を
揉
み
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
が
待
た
れ
ま
す
。 

灰
汁
抜
き
の
妻
の
手
際
よ
筍
飯 

 
 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
筍
は
関
西
で
豊
作
。
関
東
は
多
雨
で
不
作
。
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。 

 

三
点
句 

医
師
の
許
可
得
て
吞
む
酒
や
春
の
宵 

 
 
 
  

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
さ
ぞ
か
し
美
酒
で
し
ょ
う
ね
。 

竹
樋
よ
り
水
を
手
に
受
く
花
の
山 

 
 
 
 

 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
竹
樋
を
伝
っ
て
流
れ
落
ち
る
清
冽
な
水
。
美
し
い
景
。
放
哉
の
〝
い
れ
も
の
が
な
い
両
手
で 

受
け
る
〟
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 
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◎
ビ
バ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
の
調
べ
や
春
惜
し
む 

 
 

健
介 

 
 

 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
い
つ
の
世
で
も
、
季
節
は
確
実
に
移
り
変
わ
っ
て
ゆ
く
。 

◎
夜
半
（
よ
わ
）
の
雨
月
隠
れ
た
る
西
行
忌 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
残
念
な
が
ら
西
行
に
因
ん
だ
望
月
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。 

浩
さ
ん
・
・
・
何
と
な
く
幽
玄
な
風
景
に
波
乱
万
丈
の
西
行
の
生
き
様
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

◎
躑
躅
全
開
鬱
陶
し
と
さ
へ
思
ふ
ま
で 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
躑
躅
の
あ
ま
り
に
見
事
な
咲
き
振
り
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 

び
ん
さ
ん
・
・
確
か
に
、
品
種
改
良
の
成
果
か
、
盛
り
に
は
花
が
付
き
す
ぎ
の
圧
迫
感
が
あ
り
共
感
で
す
。 

た
だ
「
躑
躅
」
も
「
鬱
陶
」
も
過
密
な
字
体
が
揃
い
ま
し
た
。
中
八
の
字
余
り
も
ち
ょ
っ
と 

窮
屈
か
も
。
こ
れ
で
は
如
何
で
し
ょ
う
。
「
つ
つ
じ
咲
く
鬱
陶
し
と
も
思
う
ま
で
」 

遠
き
日
や
妻
の
肩
抱
き
花
の
下 

 
 
 
 
 
    

規
雄 

 
 
 

 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
時
限
を
越
え
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
い
と
し
い
人
へ
の
思
い
を
表
し
て
い
る
秀
句
だ
と
思 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
妻
恋
い
の
好
句
。 

◎
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
逆
ら
ふ
や
う
に
石
鹸
玉 

 
 
 
 
  

昇 
 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
法
則
に
従
わ
ず
、
風
の
意
の
ま
ま
に
漂
い
続
け
る
シ
ャ
ボ
ン
玉 

蓮
華
咲
く
野
辺
に
父
の
背
肩
車 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
野
辺
で
の
親
子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
様
子
が
見
て
取
れ
る
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
・
幼
い
頃
の
亡
き
父
の
想
い
出
を
詠
ん
だ
好
句
。 

げ
ん
げ
野
に
又
家
建
ち
て
子
等
の
声 

 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
少
子
化
の
中
、
こ
れ
も
慶
賀
す
べ
き
こ
と
。 

 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
多
摩
丘
陵
の
林
野
を
潰
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
出
来
て
お
り
、
緑
は
大
幅
減
で
す
。
名
古
屋
は 

ま
だ
宅
地
開
発
さ
れ
て
る
よ
う
で
す
が
、
緑
は
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

ひ
た
す
ら
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
花
見
か
な 

 
 
 
 
  

亜
也 

 
 

 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
例
年
桜
見
物
に
毎
年
訪
れ
る
場
所
を
選
択
し
て
出
か
け
た
の
に
こ
の
二
年
は
近
所
の
散
歩
で 

我
慢
。「
ひ
た
す
ら
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
。 

葉
桜
や
病
む
人
の
ふ
え
身
の
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

忠
彦
さ
ん
・
・
歳
を
と
る
と
同
病
相
憐
れ
む
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
す
ね
。
実
感
。 

 
 
 
 

 
  

紀
久
男
・
・
・
一
病
息
災
で
あ
れ
ば
長
寿
時
代
を
愉
し
め
そ
う
で
す
。
家
族
に
迷
惑
掛
け
な
い
程
度
の
病
気
や
呆
け 

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
季
語
の
斡
旋
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

二
点
句 

◎
発
句
し
て
は
て
何
だ
っ
け
春
の
朝 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
折
角
夢
の
中
で
名
句
が
生
ま
れ
た
が
、
目
覚
め
た
ら
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
思
わ
ず
笑
っ
て
仕
舞
う
憶
え
の
あ
る
作
品
。 

桜
散
る
聖
火
リ
レ
ー
の
馬
鹿
騒
ぎ 

 
 
 
 
 
 
   

忠
彦 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
桜
が
散
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
残
り
僅
か
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
一
向
に
見
え
な
い
中
、
聖
火 

リ
レ
ー
と
浮
か
れ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
叫
び
た
く
な
り
ま
す
。
風
刺
の
効
い
た
一
句
で
す
ね
。 

菖
蒲
湯
へ
稚
の
ふ
ぐ
り
と
沈
み
け
り 

 
 
 
 
 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
多
分
、
孫
と
の
入
浴
。
孫
へ
の
愛
情
と
成
長
を
願
う
気
持
ち
が
、
そ
う
言
わ
ず
と
も
わ
か
る
。 

散
る
桜
世
界
泣
か
せ
し
お
し
ん
か
な 

 
 
 
 
 
 

 

健
介 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
お
し
ん
の
様
な
子
は 

今
な
お
世
界
に
あ
ま
た
居
て 

難
儀
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
は 

ず
。
解
決
困
難
な
人
類
の
大
課
題
。
よ
く
ぞ 

詠
ん
て
下
さ
い
ま
し
た
。 
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雨
上
が
り
白
鮮
や
か
な
ハ
ナ
ミ
ズ
キ          

た
だ
し
げ  

    

 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
以
前
住
ん
で
い
た
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
家
の
周
り
に
咲
い
て
い
た
州
の
花
「dog 

wood

」、 

楚
々
と
し
て
素
敵
で
す
。 

鳶
高
く
雲
雀
の
輪
唱
東
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
雲
雀
た
ち
の
さ
え
ず
り
を
輪
唱
と
表
現
さ
れ
た
の
は
お
上
手
。
空
高
い
鳶
を
背
景
に
さ
れ
た
の
も
い
い 

で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
な
か
な
か
見
え
な
い
鳥
た
ち
に
春
の
息
吹
を
感
じ
ま
す 

 
 
    

水
浴
び
の
ひ
よ
の
し
ぶ
き
や
春
盛
ん 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
で
す
が
、
近
辺
に
見
か
け
る
光
景
で
す
。
下
五
を
別
の
表
現
に
さ
れ
た
ら
如
何
で 

し
ょ
う
。 

懐
し
き
友
の
思
い
出
藤
咲
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
   

雅
夫 

 
 

 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
藤
の
花
か
ら
の
記
憶
、
綺
麗
な
句
で
す
。 

初
蝶
や
花
片
に
紛
ふ
翅
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・「
萬
緑
」
の
武
蔵
野
吟
行
の
折
よ
く
見
か
け
、
私
も
似
た
よ
う
な
句
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り 

ま
し
た
。 

 
 
 

◎
北
国
の
土
の
香
連
れ
来
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
泥
付
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
北
海
道
の
香
り
が
す
る
。 

 
 

 
 

鳥
達
が
む
つ
み
乱
れ
る
花
筏 

 
 
 
 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
井
の
頭
公
園
等
の
大
き
な
池
、
あ
る
い
は
小
川
で
も
良
く
見
ら
れ
る
光
景
を
句
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
静
謐
な
る
天
空
汚
し
黄
砂
降
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
視
界
を
遮
る
程
の
大
量
の
黄
砂
襲
来
。 

 

 
 

紀
久
男
・
・
・
人
権
侵
害
（
民
族
迫
害
？
）
で
も
め
る
ウ
ィ
グ
ル
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
か
ら
飛
来
す
る 

黄
砂
。
北
京
が
汚
れ
る
分
に
は
構
い
ま
せ
ん
が
関
西
中
心
に
我
国
ま
で
汚
す
の
は
迷
惑
で
す
。 

せ
め
て
威
圧
的
な
政
治
姿
勢
を
改
め
て
欲
し
い
も
の
。
上
五
の
表
現
が
い
い
で
す
ね
。 

 

   
  

 

一
点 

猫
切
ら
れ
騒
ぐ
町
内
辛
夷
咲
く                  

忠
彦 
 
 
 

 
 
 
 

＊
猫
は
元
気
に
な
り
町
内
を
散
歩
し
て
ま
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
近
頃
犬
よ
り
も
猫
が
人
気
で
す
。
目
下
日
経
紙
に
夏
目
漱
石
モ
デ
ル
の
小
説
連
載
さ
れ
、
漱
石
の 

猫
好
き
が
面
白
く
描
写
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
切
ら
れ
て
騒
ぐ
人
間
に
対
し
辛
夷
が
超
然
と
し
て
い
る 

様
を
上
手
く
句
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

恋
猫
の
夜
遊
び
覚
え
戻
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。
今
晩
は
恋
が
成
就
し
た
の
か
な
、
そ
れ
と
も
⁉️ 

神
奈
備
の
お
山
を
歩
く
春
の
旅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
歌
枕
の
地
、
奈
良
の
な
だ
ら
か
な
低
山
を
の
ん
び
り
歩
く
春
旅
の
気
分
が
伝
わ
る
好
句
で
す
。 

 
 
    

 

夜
来
の
雨
花
散
ら
せ
て
や
宴
の
跡 

 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
上
五
、
中
七
は
良
く
あ
る
句
で
す
が
、
下
五
が
い
い
で
す
ね
。
恐
ら
く
片
付
け
が
綺
麗
に
な
さ
れ 

て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
マ
ナ
ー
が
問
わ
れ
ま
す
。 

春
宵
や
ア
リ
ア
熱
唱
胸
燃
ゆ
る 

 
 
 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
滝
廉
太
郎
の
「
荒
城
の
月
」
あ
る
い
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の 

「
椿
姫
」。
お
若
い
で
す
ね
！ 
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逝
き
し
妻
ふ
っ
く
ら
笑
顔
ス
イ
ト
ピ
ー 

 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
愛
妻
家
の
作
者
の
好
句
で
す
が
、
三
段
切
れ
で
す
の
で
、
上
五
を
「
亡
き
妻
の
」
に
し
た
ら
如
何 

で
し
ょ
う
か
。 

放
た
れ
て
土
手
ゆ
く
犬
や
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
動
画
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。 

花
の
寺
縁
起
は
武
家
の
こ
と
ば
か
り 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
鎌
倉
の
禅
寺
で
し
ょ
う
か
。
中
七
下
五
の
表
現
が
ユ
ニ
ー
ク
と
思
い
ま
す
。 

ジ
ョ
ッ
ガ
ー
の
脚
の
長
さ
や
芝
桜 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
若
者
の
脚
の
長
さ
と
芝
桜
の
丈
の
短
さ
と
の
対
比
が
見
事
で
す
。 

の
ど
け
し
や
三
味
奏
で
ゆ
く
水
牛
車 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
沖
縄
か
奄
美
大
島
、
或
い
は
台
湾
で
し
ょ
う
か
。
行
っ
て
み
た
く
な
る
作
品
で
す
。 

春
の
海
揚
が
る
コ
ウ
イ
カ
墨
吐
い
て 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
海
老
蔵
襲
名
で
各
地
回
り
博
多
座
出
演
の
折
、
地
元
の
友
人
に
中
洲
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
折
、 

活
イ
カ
の
刺
身
や
天
麩
羅
に
舌
鼓
。
酔
っ
払
っ
て
靴
を
履
い
た
ま
ま
ベ
ッ
ド
に
寝
た
こ
と
を 

思
い
出
し
ま
し
た
。 

蛤
の
汁
の
濁
り
も
ま
た
よ
ろ
し 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

 
 
 

紀
久
男
・
・
宿
酌
（
ふ
つ
か
よ
い
）
に
蛤
の
汁
は
旨
く
よ
く
効
き
ま
す
。
お
澄
ま
し
も
濁
り
も
い
い
で
す
ね
。 

佃
煮
の
浅
蜊
を
く
れ
し
酒
友
か
な 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
酒
の
肴
と
し
て
魚
介
の
佃
煮
は
最
高
で
す
。
好
い
「
酒
友
」
を
お
持
ち
で
仕
合
せ
で
す
ね
。 

私
も
似
た
よ
う
な
句
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。 

孫
成
長
三
年
生
に
進
級
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
我
が
孫
も
同
様
で
す
。
い
い
作
品
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

次
回
青
葉
会 

 

五
月
二
十
七
日
（
木
）
井
の
頭
公
園
吟
行
（
雨
天
決
行
）
午
前
十
時 

吉
祥
寺
駅
前
「
花
子
象
」
前
集
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
半
～
五
時 

句
会
・
・
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
蔵
野
市
御
殿
山1-5-11

 

      0422-48-9309
） 

       

※
吟
行
参
加
者
は
所
定
の
時
間
場
所
に
集
合
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

ラ
ン
チ
は
三
々
五
々
召
し
上
が
っ
て
ご
参
集
く
だ
さ
い
。 

 
 当

季
雑
詠
５
句 

 

投
句
は
３
句
ま
で
で
、
五
月
二
十
六
日
（
水
）
午
前
十
時
ま
で
と
致
し
ま
す
。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

令
和
三
年
四
月 

青
葉
会
報 

 

一
、 

感
染
者
増
加
傾
向
の
た
めWEB

句
会
に
逆
戻
り
、
び
ん
さ
ん
は
じ
め2

1

名9
4

句
投
句
あ
り
、
ご
覧
の
よ
う
に
孤
舟
さ
ん

を
筆
頭
に
昇
さ
ん
、
正
明
さ
ん
、
亜
也
さ
ん
ら
が
好
成
績
で
し
た
。 

竹
橋
ビ
ル
の
改
築
成
り
、
五
月
引
っ
越
し
で
す
。
句
会
場
と
し
て
利
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
打
診
す
る
予
定
で
す
。 

旧
ビ
ル
時
代
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
が
運
営
し
て
い
た
来
客
食
堂
の
個
室
を
借
り
て
お
り
ま
し
た
。 
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二
、
関
係
者
近
詠 

 
 

寒
の
水
跳
ね
上
げ
介
護
の
手
を
洗
ふ 

 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

絵
馬
に
誤
字
寒
の
戻
り
し
ゆ
ゑ
な
ら
ぬ 

 
 
 

陽
亮 

硬
煎
餅
砕
く
歯
力
成
人
日 

 
 
 
 
 
 
      

仝 
 
 
  

梅
が
香
や
神
鶏
昂
り
羽
を
搏
ち
ぬ 

 
 
 
 
    

仝 

 
 

婚
約
者
を
妻
と
紹
介
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

 

仝       

立
方
と
地
方
同
舟
梅
見
茶
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

「
休
ま
せ
て
」
と
病
室
へ
ナ
ー
ス
ヒ
ヤ
シ
ン
ス 

 

仝 
 
 
 

手
の
甲
の
皺
は
自
分
史
海
苔
あ
ぶ
る 

 
 
 
 
 

仝 

鯛
焼
き
の
餡
ま
だ
熱
き
隅
田
川 

 
 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

寒
は
戻
る
病
は
進
む
噫
た
だ
噫 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

薄
氷
期
否
と
言
ひ
き
る
古
稀
と
な
る 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

河
東
節
仲
間
の
な
か
に
し
礼
追
悼 

梅
白
し
刻
字
新
た
な
鎮
魂
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

地
獄
を
見
た
詩
人
を
悼
む
切
山
椒 

 
 
 
 

紀
久
男 

真
っ
白
な
上
履
き
試
す
入
学
児 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

歌
舞
伎
十
八
番
「
毛
抜
」 

遠
州
の
銘
茶
と
ろ
う
り
春
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

疫
祓
ふ
で
っ
か
い
見
得
や
初
芝
居 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吟
行
や
光
秀
贔
屓
の
牡
丹
鍋 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
ウ
マ
チ
の
薬
効
き
を
る
二
月
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
５
月
号 

 

遅
咲
き
の
花
に
招
か
れ
馬
籠
宿 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

冷
酒
（
ひ
や
）
で
祝
ふ
マ
ス
タ
ー
ズ
制
覇
の
夕
餉
か
な 

飛
花
落
花
な
に
ご
と
も
無
き
夕
べ
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男 

世
の
弛
み
愁
ふ
ば
か
り
や
花
は
葉
に 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

万
葉
の
夕
陽
が
丘
に
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

ワ
イ
ン
酌
み
春
宵
一
刻
惜
し
む
か
な 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 

み
ち
の
く
の
秘
湯
の
宿
開
く
四
月
か
な 

 
 
 
 

仝 

須
磨
の
海
油
凪
な
り
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

神
護
寺
の
茶
店
で
一
献
春
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 

仝 

列
車
事
故
の
古
傷
痛
む
春
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

到
来
の
鮊
（
い
か
な
ご
）
釘
煮
お
し
い
た
だ
く 

 

仝 

 
 
 
 

（
福
知
山
線
脱
線
転
覆
事
故
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
四
月 

 
 
 

 

 
 
 

歓
声
を
あ
げ
満
点
星
の
芽
吹
き
か
な 

 
 
 

允
章 

 
 
 

萍
草
生
ひ
そ
む
池
に
模
様
を
描
き
つ
つ 

 
 
 

仝 

 
 
 

諸
葛
菜
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
女
流
画
家 

 
 
 
 

仝 

 

三 

孤
舟
選
者
の
第
四
句
集
「
星
空
」
が
各
誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

（A

）「
俳
句
」（
角
川
書
店
）
５
月
号 

 

銀
輪
の
列
若
草
の
風
と
な
る 

 
 
 
 

（
評
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
若
者
達
の
楽
し
く
明
る
い
景
が
、
中
七
下
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
措
辞
に
活
写
さ
れ
た
。
五
感
転
換
法
の
視
覚
か
ら
触
覚
へ
の 

転
換
に
よ
っ
て
躍
動
感
が
出
た
。（
山
田
貴
世
） 

  
 

（B

）「
俳
句
年
鑑
」
２
０
２
１
年
版
（
本
阿
弥
書
店
）<

全
国
実
力
作
家
３
２
６
人
の
秀
句>

 

 
 
 
 
 

ど
の
子
に
も
凧
の
空
あ
り
未
来
あ
り 

 

（
評
）「
あ
り
・
・
あ
り
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
快
い
リ
ズ
ム
を
生
む
。 

自
画
像
は
死
ぬ
ま
で
未
完
寒
オ
リ
オ
ン 

 
 
 

２
１
世
紀
の
行
く
末
を
見
届
け
る
こ
と
が
出
来
る
子
た
ち
の
輝 

こ
の
星
に
生
く
る
ひ
と
り
や
冬
銀
河 

 
 
 
 

く
未
来
に
羨
望
感
が
湧
く
。 

少
し
づ
つ
筆
を
加
え
て
ゆ
く
自
画
像
。
寒
オ
リ
オ
ン
の
果
て
し 

な
さ
を
思
う
と
未
完
の
ま
ま
で
終
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て 

 
 

い
る
。 

冬
銀
河
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
自
分
の
生
が
意
識
さ
れ
る
の
で
あ

る
。（
森
野
稔
） 
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（C

）「
俳
句
年
鑑
」<

２
０
２
０
年
の
句
集
か
ら>

 

 
 
 
 
 

幾
た
び
も
花
の
名
を
問
ひ
大
花
野 

 
 

（
評
）
作
品
の
抒
情
が
豊
か
に
揺
蕩
う
て
い
る
。
俳
諧
は
〝
笑
ひ
〟
を 

 
 
 
 
 

み
ど
り
ご
へ
雛
の
命
が
継
が
れ
け
り 

 
 
 
 

内
包
し
て
詠
み
継
が
れ
て
き
た
文
芸
だ
が
、
近
代
俳
句
の
大
仰 

 
 
 
 
 

か
な
か
な
の
森
を
大
き
く
し
て
を
り
ぬ 

 
 
 

な
可
笑
し
み
や
言
葉
遊
び
に
距
離
を
置
く
。
川
口
氏
の
佳
き
詩 

韻
を
味
わ
い
た
い
。 

 
 
 
 
 

 

 
 

（D

）「
俳
句
四
季
」(

東
京
四
季
出
版)

５
月
号 

 
 
 
 
 

座
談
会<

最
近
の
名
句
集
を
探
る>

第
７
３
回
。
齋
藤
慎
爾
・
辻
美
奈
子
・
山
本
潔
・
筑
紫
磐
井
（
司
会
）
が 

孤
舟
さ
ん
の4

0

余
句
を
と
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

四 

雅
夫
さ
ん
と
子
規
の
縁
者
と
の
交
流
に
つ
い
て 

 
 

社
友
会
幹
事
を
さ
れH

P

を
創
め
ら
れ
た
今
泉
政
春
さ
ん
か
ら
小
生
に
送
ら
れ
て
き
た
「
伝
記 

正
岡
子
規
」
を
読
ん
で

同
期
の
雅
夫
君
に
送
付
。
す
ぐ
に
彼
か
ら
達
筆
の
礼
状
が
届
き
、
驚
い
た
こ
と
に
子
規
の
義
理
の
孫
で
あ
る
正
岡
明
氏
（
樹

木
医
。
子
規
関
係
の
執
筆
、
マ
ス
コ
ミ
講
演
会
の
講
師
等
）
と
旧
知
の
中
で
子
規
関
連
の
資
料
を
沢
山
頂
い
て
お
り
、
酒
呑

み
仲
間
の
由
。
彼
は
入
社
以
来
紙
パ
ル
プ
部
門
一
筋
で
四
国
の
製
紙
会
社
に
出
向
し
て
い
た
頃
か
ら
交
際
が
始
ま
っ
た
そ
う

で
す
。 

彼
は
故
・
塩
見
勝
さ
ん
（
丸
紅
パ
ー
ソ
ネ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
幹
部
）
と
同
じ
枚
方
在
住
で
万
葉
集
の
解
釈
や
、
継
体
天
皇
の
出
自

で
互
い
に
譲
ら
ぬ
論
客
で
し
た
が
、
何
故
か
俳
句
の
道
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
正
岡
明
氏
と
の
交
際
で
勧
誘
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
京
都
の
龍
谷
大
学
の
社
会
人
コ
ー
ス
で
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
す
。
小
生
、
大
阪
の
同
期
会
（
市
橋
幹
事
）

に
毎
年
出
席
。
二
次
会
の
ミ
ナ
ミ
で
彼
と
ご
一
緒
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

令
和
三
年
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

記 


